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目　的
要介護者に対し、歯科専門家による口腔ケアを

実施することにより、口腔機能の維持、改善だけ
でなく、発熱や肺炎の発症の予防に繋がるなど、
口腔をきれいな状態に保つことの重要性が明らか
になってきている1～3）。しかしながら、介護の現
場では、マンパワーの不足などの問題から、歯科
専門家による十分な口腔ケアが実施できていると
は言えない。そのため、本来、口腔ケアが必要な
要介護者であっても、口腔ケアが実施されていな
いことも少なくない。そこで、介護職従事者が日
常の介護の中で、要介護者の口腔状態を評価し、
必要に応じて歯科専門家に依頼することで、効率
的にマンパワーを活用するなどして、より、多く
の口腔ケアが必要な要介護者に対し、ケアを行う
ことができるようにすることが求められる。

一方、口腔は直視することができる器官であり、
その所見から口腔清掃状態を評価することが可能
であるが、日常的に見慣れていないと、口腔内の

状態を的確に評価することが難しい。そこで今回、
介護職従事者が口腔内清掃状態の評価をより的確
に行えるように、モデルスケールとなる基準口腔
内写真を予め選定し、それらの口腔内写真と比較
しながら、口腔清掃度判定を行う方法で口腔清掃
度を評価し、基準口腔内写真を利用することの有
効性を調べた。

方　法
82名の要介護者の口腔内写真（正面像）を9名

の歯科専門家（歯科医および歯科衛生士）で、そ
れぞれの所見を「きれい」「ふつう」「きたない」
の3段階で判定した。そして、最も多くの歯科専
門家によって判定された状態をそれぞれの口腔清
掃状態とした。また、同様の判定を25名の介護職
従事者により行い、歯科専門家による判定との一
致率を調べた。その後、同じ介護職従事者に対し、
基準となる多数歯残存、少数歯残存または無歯顎、
義歯装着時の3枚ずつの「きれい」「ふつう」「き
たない」の口腔内写真（図1から3）を提示し、
それと比較しながら、再度、口腔内写真の口腔清
掃度を判定し、歯科専門家との一致率を調べた。
基準口腔内写真の使用の有無による専門家の判定
の平均一致率の差の検定には、Wilcoxonの符号付
順位検定を用いた。
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図1 「きれい」の基準口腔内写真

図3 「きたない」の基準口腔内写真

図2 「ふつう」の基準口腔内写真



結　果
今回用いた82名の口腔内写真の歯科専門家によ

る判定は、「きれい」が28%、「ふつう」が34%、
「きたない」が38%であった。一方、基準となる
口腔内写真を示す前の介護職従事者においては、

「きれい」が24%、「ふつう」が32%、「きたない」
が44%であり、歯科専門家に比べて、介護職従事
者の方が「きたない」と判定する者の割合が多
かった。

基準口腔内写真使用の有無での介護職従事者に
よる口腔清掃度判定の、歯科専門家との一致率の
分布を図4に示した。基準口腔内写真を用いるこ
とで、一致率の分布は右方に偏位し、一致率が向
上した。基準口腔内写真使用の有無での介護職従
事者による口腔清掃度判定の、歯科医療従事者と
の平均一致率を表1に示した。口腔清掃度が「き
れい」、および「全体」で有意に一致率が向上し
た。また、図５には歯科医療従事者および介護職
従事者の判定結果の一覧を図示した。介護職従事
者の判定は医療従事者の判定に比べてばらつきが
大きいが、基準口腔内写真を使用することで、ば
らつきがやや減少した。

考　察
口腔清掃状態の評価はこれまで、様々な指標4，5）

が用いられてきた。今回用いた指標が、これまで
多く用いられてきた指標と異なるのは、歯科医療

従事者でなくても簡便に評価できるという点であ
る。歯科専門家でなくても利用できることで、口
腔清掃状態の評価を多く実施することが可能とな
り、口腔清掃が十分でないことが認識されずに放
置されている要介護高齢者を少なくすることがで
きる。

今回の評価では、基準となる口腔内写真を用い
ているが、要介護高齢者の口腔内状況は、現在歯
が20歯以上ある人から、無歯顎まで極めて多様な
状態であり、基準となる写真の枚数も増やすこと
で、より正確な判定ができると考えられる。一方
で、判定基準となる情報を増やすことで、判定が
より煩雑になるため、介護の現場で利用するのに
適した簡便さも保つ必要がある。

介護職従事者と歯科医療従事者による口腔の視
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図4 基準口腔内写真使用の有無での介護職従事者による判定の一致率の分布

表1 基準口腔内写真使用の有無での介護職従事者に
よる口腔清掃度判定の歯科医療従事者との平均一
致率



診での判定は、特に「きたない」に分類された写
真での一致率が高かったことは、専門的口腔ケア
の必要な症例のスクリーニングに有効であると考
えられる。一方で、実際には清掃状態が良好でな
いにもかかわらず、「ふつう」または「きれい」
と判定されたケースがある。このような場合、口
腔ケアが必要であるにもかかわらず、放置される
可能性があり、今後、エラーがどのようなケース
で認められるのかをさらに詳しく調べて、より的
確な判定をおこなうための基準写真の選択を検討
するなどして、改善を行っていく必要性があると
考えられる。

結　論
介護職従事者に対し口腔内清掃度を判定するた

めの基準写真を示すことで、要介護者の口腔清掃
程度を歯科専門家による判定と近づけることがで
きた。この方法を活用することで、介護職従事者
による要介護者の口腔内清掃状況を容易に把握す

ることが可能であり、介護職従事者と歯科専門家
とのより効率的な職種間連携を図る上で有効な方
法であると考えられた。
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図5 歯科医療従事者および介護職従事者の口腔清掃度判定一覧
（※縦が同一の判定者で、横が同一の口腔内写真による判定結果を示している）
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We investigated utilities of using standard photograph as model scale for evaluation of oral hygiene level
for the dependent elderly by caregivers. Standard photographs were selected by dental professionals. It was
used three kinds of oral hygiene level “high”，“medium”and“low”as standard photographs respectively.
Comparing oral cavity of dependent elderly with standard photographs, caregivers could evaluate oral
hygiene level nearer to evaluate by dental professionals.
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